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2９暖地型牧草新品種の乾草適性

課題名 分類 ②

'暖i地型牧草３草種の乾き草適性）‐．

試1験研 ６３～２年（完了）～，

究年次

Ｉ目的．

暖地型牧草３草種の新品種について乾草適性を明らかにし、良質乾草安

定生産技術の確立を図る。

Ⅱ試験方法

１供試草種ローズグラス（ハツナツ）ギニアグラス（ナツカゼ）

カラードギニアグラス（タミドリ）

２播種期一６３年６月６日

３播種法４０cm条播または散播

４播種量０．５kg／１０ａ

５施肥量 （kg／lOa）

区分ＮＰ２０５Ｋ２○備考

基肥１０１０１０播種時

追肥１７０．７７/4～７／1２

追肥２７０７刈取り後

６試鋤験規模１区９㎡（３ｍ×３ｍ）３反復

７刈取時期出穂始，出穂期及び開花期結実期

８乾燥方法天日乾燥

９測定時刻９時（朝）１３時（昼）１７時（夕）

、主要成果の概要

乾草調製を行う暖地型牧草としては、ローズグラスまたはカラードギニ

アグラスが適している。ギニアグラスは太茎で乾燥速度が遅く、かつ単収

も多いため乾草適性が低い。

１出穂始刈りで乾草に適するのは、カラードギニアグラスとローズグラ

スである。ギニアグラスは太茎で乾燥速度が遅く３日間の乾燥でも水分

が２０％以下にならず乾草になりにくい。
1面

２開花結実期刈りでは、ローズグラスの乾燥が最も早く乾草向きである。

カラードギニアグラスは水分含量がやや高く乾燥速度が遅いため、開花

結実期刈りでは乾草適性が低い。，
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、矛庄寡曳
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Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１ギニアグラスは乾草適性が低いので、サイレージ利用等とする。

２カラードギニアグラスは、乾燥速度は速いものの、初期生育が遅いた

め雑草との競合に弱く、収量が低い。

Ⅵ今後の研究上の問題点

ギニアグラスのサイレージ調製技術の検討
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